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pbkanddar dagaaar daqb faab dafsb kdar bab nadas
プブクアンドダーラは隅の土地を支配する。
良い豊かな国では間違いなく桶では出入りが無くなる。

(お決まりの枕詞の一行です。)

sand bqand nadafaab qaab dafaabs sbadar baab
国土は古いが、常ではなく少なかった。
長期の人が集まり、成長した農地に纏まった人だった。

nadaqb qaadarum dafaab fab dafaabqb bfaadaum dafazi
統治の無い少しの土地が色々だった。
遠い人は長期間の地域で新しい家を作り豊かになれた。

dafaaand badafb nadaqb kand dasand bfand
いつもの事であったが争いの傍には支配はなかった。しかし競争は正しくはあった。

sdar bqaatdar sand
農地を集めて古い農地を加えた国土であった。

gbadar babfaadar dafand
外の農地の傍の領土は良い農地で年上(の土地)である。

baadar aadar nadaqaadaum aadarb
まとめた農地の幾らかの農地は自立的な家ではなく、他の周りの人だった。

(幾らか放置された。)とも訳せます。
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nadafaab fab nadaqdaum sand sazi
長期間でない人は遠い人で、無自立家は国土に集められた。

daqbadar badasb aadata fttdaum dafand sand
自立農地に沿ってバツダ国の所有家は良い家で長老の国土だった。

nadaqaab sand k darb faum
自立的でない国土は後に農地に新しい希望を持った。

kdaqand dafb sb
後に成立したのは争う国になった。

baaqb sand fab
纏まった地域や国土は遠い人だった。

daqaaaid aaqdaumsb badafdaumb
自立的な助けでアアクダウム国は豊かな家に従う人となった。

nadafaab databaumb badata sand
自立的で無い家は変化に従う国土だった。

bada fab aadafab nadaqaab sarb
悪い遠くの人は他の遠い人より自立的で無く、集まって居座った。

kand aab saumsaumdaum
しかし全ては次々と指導者の家になった。

このページは良く使われる単語で記載されていますが、何通りにも解読できます。
従って全文の意味が曖昧になります。

(例)下から２行目
bada fab aadafab nadaqaab sarb
契約した外人は他の外人より自主性が無く怠慢であった。


